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上
下
水
道
料
金
、
保
育
料
、
市
営
墓
地
管
理
料
な
ど

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」、
今
年
度
総
額
一
四
億
九
千

万
円
の
公
共
料
金
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
た
予
算
市
会
が
終

わ
り
ま
し
た
。

　

共
産
党
市
議
団
は
自
治
体
要
求
連
絡
会
な
ど
と
共
同

で
、
予
算
案
発
表
後
二
回
の
市
政
報
告
懇
談
会
、
早
朝
、

昼
休
み
の
市
役
所
前
「
値
上
げ
撤
回
」
宣
伝
を
行
な
い
、

労
働
組
合
や
保
護
者
団
体
の
方
々
も
、
市
役
所
前
で
の
座

り
込
み
や
二
週
間
で
一
万
筆
を
こ
え
る
保
育
料
値
上
げ
撤

回
署
名
に
取
り
組
む
な
ど
、
市
民
の
共
同
は
、
短
期
間
に

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

　

運
動
と
結
ん
で
議
会
で
も
論
戦
を
展
開
す
る
中
、
値
上

げ
予
算
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
与
党
会
派
も
「
学
童
保

育
利
用
料
値
上
げ
一
年
先
送
り
」
の
付
帯
決
議
を
提
出
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

夏
に
は
参
議
院
選
挙
も
あ
り
ま
す
。

　

国
で
も
自
治
体
で
も
、
政
治
を
変
え
る
の
は
住
民
の
要

求
と
運
動
で
す
。
く
ら
し･

福
祉･

教
育
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
、
今
後
と
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

く
ら
し
直
撃
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

く
ら
し
直
撃
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

　

反
撃
の
共
同
が
広
が
る

　

反
撃
の
共
同
が
広
が
る

業者を訪問し、水道料金値上げの影響を聞く

京都市役所前で、 水道料金値上げ反対緊急行動（ 3 月18日）
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ゆりかごから墓場までの値上げラッシュ

市民生活に大打撃

「京
みやこ

プラン」 実施計画で、
社会保障・市民サービスを切り捨て
●国の生活保護基準引き下げを容認し、「適正化」の名で抑制
● 民間社会福祉施設職員の特殊健康診断廃止など173事業の縮小・見直し
●市営保育所 2 園を民間に移管（今後も 3 園の移管を予定）、消防職員34人削減 
●敬老乗車証の負担増、「債権」回収条例の制定などを検討

●  上下水道料金（半年で 9億 3,000万円）
●  保育料（3 億1,000万円）
●  高齢者インフルエンザ予防接種自己負担金（4,600万円）
●  文化・スポーツ施設等で、軒なみ値上げ
文化会館会議室（午後）3,200円 → 3,700円
美術館使用料（大展示室・１日）21,000円 → 26,300円
市体育館競技場（平日・午後）21,000円 → 24,000円
市営墓地管理料（ 1 ㎡ 年額）1,400円 → 1,900円　　 など

2

　２月27日、当初予算と一体の2012年度補正予算が、共産党議員団以外の会派の賛成
で可決されました。北山議員は、今回の補正予算が、国の緊急経済対策を受けて提案さ
れたものであり、市債の増発によって将来の負担につながり、今後の社会保障切りすて
を見込むものであることなど、問題点を指摘し、補正予算に反対しました。

2013年度京都市予算
ムダを削れば、 値上げの必要はなし

市民と共産党議員団が 要求が実現以前から
要望していた

● 事故・トラブル続きの焼却灰溶融施設　年間の運営費は20億円超
●リニア中央新幹線の誘致　500万円

● 子ども医療費　通院（3,000円超）の「償還払
い」を改善

● 保育所・障害者福祉施設・介護基盤施設等の
整備
● 市営住宅の耐震化・改修、風呂がまの取替え

● 橋りょうの耐震化、トイレ整備など学校の維
持修繕
● 東日本大震災の被災者に対する市営住宅の入
居期間延長（ 3 年→ 4 年）

 など

本予算と一体の補正予算 北山ただお議員が反対討論
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（
七
ヵ
月
分
）
を
回
せ
ば
、
水
道
料
金
・
保
育

料
な
ど
の
値
上
げ
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
追
及
し
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
東
部
山
間
埋
立
処
分
地
を
長

期
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
焼
却
灰
溶
融
施
設

は
必
要
不
可
決
」
と
、
頑
な
に
稼
働
の
姿
勢
を

変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
方
政
治
と
地
方
自
治
に
つ
い
て

　

井
坂
議
員
は
、
道
州
制
に
つ
い
て
「
大
都
市

圏
へ
の
さ
ら
な
る
集
中
、
地
域
間
格
差
の
拡

大
」「
住
民
自
治
の
埋
没
」
な
ど
、
全
国
町
村

大
会
の
反
対
決
議
も
示
し
、
市
長
の
姿
勢
を
批

判
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
特
別
自
治
市
制
度
の
創
設
と
と

も
に
、
道
州
制
の
導
入
が
必
要
」
と
、
道
州
制

推
進
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
、
国
が
地
方
交
付
税
を
人
質
に

と
っ
て
、
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
を
自
治
体

に
押
し
付
け
て
い
る
問
題
を
厳
し
く
批
判
。
国

に
対
し
て
反
対
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
財
政
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
地

方
固
有
の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
趣
旨
を

損
な
う
」
と
認
め
つ
つ
も
、「
慎
重
に
対
応
を

検
討
」
と
曖
昧
な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

京
都
市
経
済
の
再
生
に
む
け
、

中
小
企
業
支
援
の
条
例
制
定
を

　

井
坂
議
員
は
、
伝
統
産
業
・
西
陣
の
力
織
機

の
道
具
類
ス
ト
ッ
ク
へ
の
支
援
を
求
め
る
と
と

も
に
、
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
切
れ
に
伴
い
、

中
小
企
業
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
支
援
を

求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
新
年
度
か
ら
短
期
つ
な
ぎ
資

金
の
創
設
な
ど
金
融
支
援
に
万
全
を
期
す
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

  

早
期
制
定
を
求
め
た
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
に
対
し
て
は
、「
理
念
条
例
で
あ
り
、
時
々

に
必
要
な
支
援
を
実
施
」、
公
契
約
条
例
に
対

し
て
は
「
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
学

識
経
験
者
な
ど
各
界
か
ら
の
意
見
聴
取
や
他
都

市
へ
の
調
査
を
踏
ま
え
検
討
」
と
の
答
弁
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

憲
法
改
悪
と
平
和
、

核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て　

　

井
坂
議
員
は
、
憲
法
改
定
の
動
き
、
と
り
わ

け
憲
法
九
条
改
悪
に
対
す
る
立
場
を
質
す
と
と

も
に
、
昨
年
「
京
都
被
爆
二
世
・
三
世
の
会
」

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
核
兵
器
廃
絶
へ

の
決
意
を
質
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
平
和
の
理

念
は
、
日
本
国
民
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
人
々

に
共
通
す
る
願
い
で
あ
り
変
わ
ら
ざ
る
人
類
普

遍
の
理
念
」
と
答
弁
。
ま
た
、「
平
成
二
一
年

三
月
に
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
『
平
和
市

長
会
議
』
に
加
盟
し
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
道
筋
を
示
す
『
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
』
に
賛
同
す
る
署
名
を

行
っ
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

代表質問
2 月 26 日

井坂 博文 議員

井坂博文議員は、２月26日に開かれた本会議
で、日本共産党を代表して質問を行いました。

景
気
回
復
へ
、 労
働
者
の
賃
上
げ
、 中
小
企
業
支
援
を

市
民
負
担
増
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」実
施
計
画
は
撤
回
せ
よ

4

「
デ
フ
レ
」 脱
却
、 景
気
回
復
へ
、 労
働
者
の

賃
金
引
上
げ
、 消
費
税
増
税
中
止
を

　

井
坂
議
員
は
、「
デ
フ
レ
不
況
」脱
却
の
た
め

に
は
国
民
所
得
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
、
市
内

企
業
に
賃
上
げ
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た

め
に
は
、
雇
用
の
創
出
や
所
得
の
増
加
に
よ
る

消
費
の
拡
大
が
重
要
。
安
定
的
な
雇
用
の
確
保

や
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済
界

に
要
望
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
増
税
で
、
中
小
企
業
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
る
と
と
も
に
、
五
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
時
に
は
、
市
民
税
（
所
得
税
＋
法

人
税
）
が
八
三
億
円
も
落
ち
込
み
、
市
財
政
に

も
重
大
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
消
費

税
増
税
中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
国
に
お
い
て
、
低
所
得
者
や

中
小
事
業
者
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

対
応
策
が
講
じ
ら
れ
る
」
と
、
従
来
通
り
の
無

責
任
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
、 市
民
負
担
増
の

「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」 実
施
計
画
は
撤
回
せ
よ

　

井
坂
議
員
は
、
水
道
料
金
、
保
育
所
・
学
童

保
育
利
用
料
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用

料
値
上
げ
な
ど
、
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
市

民
負
担
増
の
予
算
案
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
批

判
。
そ
の
お
お
も
と
に
あ
る
「
京み
や
こプ
ラ
ン
」
実

施
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
受
益
の
程
度

に
見
合
っ
た
必
要
な
負
担
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
お
願
い
す
る
」
と
し
、「
人
件
費
の
削
減
や

市
債
残
高
の
圧
縮
な
ど
財
政
構
造
改
革
を
す
す

め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
、
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

の
「
債
権
」
回
収
の
業
務
委
託
は
、
行
政
を

「
取
り
立
て
屋
」
に
変
質
さ
せ
る
も
の
と
厳
し

く
批
判
。
ま
た
、
市
民
の
願
い
や
要
望
も
聞
か

ず
、
年
間
五
〇
億
円
の
財
源
確
保
先
に
あ
り
き

の
市
保
有
財
産
切
り
売
り
方
針
の
撤
回
を
求
め

ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、「
債
権
を
適
正
に
管
理
、
回
収

す
る
こ
と
は
、
重
要
な
責
務
。
よ
り
一
層
の
推

進
を
は
か
る
」「
役
割
を
終
え
た
資
産
に
つ
い

て
は
、
売
却
や
貸
し
付
け
な
ど
資
産
の
有
効
活

用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

井
坂
議
員
は
、「
焼
却
灰
溶
融
施
設
は
、
ト

ラ
ブ
ル
続
き
の
欠
陥
施
設
で
あ
り
、
市
民
の
ご

み
減
量
の
努
力
で
必
要
性
も
な
く
な
っ
て
き
た
。

運
転
経
費
に
か
か
る
新
年
度
予
算
一
三
億
円
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内
中
小
企
業
や
地
域
の
事
業
者
を
参
画
さ
せ
る

こ
と
、
小
水
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
な
ど

を
市
民
と
と
も
に
具
体
的
に
進
め
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
に

寄
与
す
る
製
品
開
発
を
行
う
中
小
企
業
を
対
象

と
し
た
研
究
開
発
費
の
助
成
事
業
、
省
エ
ネ
、

節
電
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
進
め
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

市
民
の
く
ら
し
を
直
撃
す
る

上
下
水
道
料
金
値
上
げ

　

岩
橋
議
員
は
、
電
気
代
だ
け
で
な
く
、
医
療

費
や
介
護
保
険
料
、
消
費
税
も
上
が
り
、
上
下

水
道
料
金
を
三
・
七
％
値
上
げ
す
れ
ば
市
民
生

活
に
多
大
な
影
響
が
出
る
と
指
摘
。
本
来
、
国

の
補
助
制
度
の
改
善
へ
の
働
き
か
け
が
弱
か
っ

た
こ
と
は
市
の
責
任
で
あ
り
、「
老
朽
管
の
更

新
」「
耐
震
化
の
費
用
」
を
市
民
の
負
担
に
求

め
る
の
は
筋
違
い
だ
と
厳
し
く
追
及
、
値
上
げ

の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
下
水
道
事
業
は
黒
字
だ
っ
た
の

で
値
下
げ
し
た
」
等
と
言
い
訳
を
し
な
が
ら
、

「
必
要
な
値
上
げ
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

山
ノ
内
浄
水
場
跡
地
の
活
用
は

住
民
合
意
で

　

岩
橋
議
員
は
、
山
ノ
内
浄
水
場
跡
地
北
側
の

活
用
に
つ
い
て
は
公
園
や
気
軽
に
集
え
る
施
設

の
要
望
が
あ
る
と
指
摘
。
市
民
的
議
論
や
住
民

要
望
を
踏
ま
え
、
合
意
と
納
得
の
上
で
進
め
る

べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
新
た
な
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
景
観
へ
三
一
ｍ
に
高
さ
規
制
を
変
更
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

山ノ内浄水場跡地北側の広大な空間

伏見工業高校が実施した小水力発電の実験（3月23日）

代表質問
2 月 26 日

岩橋 ちよみ 議員

岩橋ちよみ議員は、２月26日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

即
時
原
発
ゼ
ロ
の
立
場
で
市
民
の
命
を
守
れ

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
の
制
定
を 

上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
や
め
よ
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今
す
ぐ
大
飯
原
発
稼
働
中
止
を

　

岩
橋
議
員
は
、
福
島
県
で
は
放
射
能
汚
染
で

子
ど
も
た
ち
が
園
庭
な
ど
で
の
屋
外
活
動
を
制

限
さ
れ
る
深
刻
な
事
態
が
続
い
て
い
る
と
指
摘
。

安
倍
政
権
は
、
原
発
の
新
増
設
や
輸
出
ま
で
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市
長
は
、
即
時
原
発

ゼ
ロ
の
立
場
に
立
つ
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
飯
原
発
は
「
暫
定
安
全
基
準
」
で

再
稼
働
を
強
行
し
た
と
指
摘
。
し
か
も
三
号
機
、

四
号
機
の
直
下
に
は
活
断
層
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
過
酷
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が

あ
り
、
稼
働
中
止
の
立
場
に
立
つ
べ
き
と
追
及

し
ま
し
た
。
市
長
は
答
弁
に
立
た
ず
、
副
市
長

が
「
中
長
期
的
に
は
脱
原
発
依
存
、
短
期
的
に

は
稼
働
の
必
要
性
が
あ
る
」
と
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

京
都
市
全
域
を
防
災
地
域
に

　

岩
橋
議
員
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
地
域
を
大
飯
原
発

か
ら
三
二
・
五
㎞
と
決
め
た
が
、
高
浜
原
発
事

故
を
想
定
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
の
デ
ー
タ
ー
か
ら

も
広
範
囲
に
放
射
能
汚
染
が
広
が
る
と
指
摘
し
、

市
全
域
を
対
象
に
す
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、「
三
二
・
五
㎞
を
超
え
る
地
域

で
も
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
」
と

し
、
放
射
性
プ
ル
ー
ム
の
拡
散
を
想
定
し
た
避

難
地
域
の
設
定
に
つ
い
て
は
答
弁
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
と
服
用
の

体
制
の
確
立
を

　

岩
橋
議
員
は
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
六
〇
㎞

離
れ
た
伊
達
市
で
は
、
事
故
か
ら
二
週
間
後
に

ヨ
ウ
素
剤
が
届
い
た
と
指
摘
。
子
ど
も
た
ち
や

子
育
て
世
代
の
一
番
の
不
安
に
な
っ
て
お
り
、

京
都
市
全
域
で
き
め
細
か
な
備
蓄
と
服
用
の
体

制
を
つ
く
る
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。
副
市
長

は
「
原
子
力
規
制
委
員
会
で
の
検
討
を
待
ち
適

切
に
反
映
す
る
」
と
述
べ
、
放
射
能
汚
染
の
実

態
を
見
な
い
姿
勢
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

　

岩
橋
議
員
は
、
市
民
と
と
も
に
小
規
模
分
散

型
、
地
域
循
環
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め

る
条
例
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
産

業
観
光
局
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
を
つ
く
り
、
市
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摘
。
公
営
保
育
所
は
、
途
中
入
所
や
一
時
保
育
、

ア
レ
ル
ギ
ー
や
障
害
児
の
受
入
れ
、
虐
待
対
応
、

地
域
の
子
育
て
支
援
な
ど
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
だ
と
主
張
し
、
数
少
な
い
公
営
保
育
所

の
民
間
移
管
は
公
的
責
任
の
後
退
だ
と
、
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
ま
ず
、
単
独
乳
児
保
育
所
や
公

営
保
育
所
の
多
い
南
区
の
一
部
で
行
う
」
と
、

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
か
ら
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く
す

　

河
合
議
員
は
、
過
去
に
も
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
に
よ
る
体
罰
が
問
題
に
な
り
、「
体
罰

は
許
さ
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
今
も
体
罰
は

続
い
て
い
る
と
指
摘
。
教
育
委
員
会
に
容
認
す

る
姿
勢
が
な
か
っ
た
か
と
問
い
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
あ

ら
ゆ
る
暴
力
・
体
罰
の
な
い
学
校
づ
く
り
へ
の

共
同
が
必
要
だ
、
と
認
識
と
決
意
を
質
し
ま
し

た
。い

じ
め
の
な
い
学
校
、

少
人
数
学
級
実
現
を

　

河
合
議
員
は
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
に
す
る

た
め
の
日
本
共
産
党
の
提
案
を
紹
介
し
、
原
因

の
追
究
と
対
策
が
必
要
と
提
案
し
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
に
関
わ
る
教
員
を
増

や
す
な
ど
、
教
師
の
多
忙
化
の
解
決
に
抜
本
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
い

じ
め
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
か
ね
な
い
教
員
評

価
制
度
は
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
が
新
年
度
予
算
案
で
三

五
人
学
級
の
拡
充
を
見
送
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

政
府
に
対
し
三
五
人
学
級
の
実
施
を
強
く
迫
る

べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

高
校
制
度
改
革
の
実
施
見
直
し
を

　

河
合
議
員
は
、「
京
都
市
・
乙
訓
地
域
公
立

高
校
の
新
し
い
教
育
制
度
」
で
、
選
抜
の
方
法

は
ま
す
ま
す
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
と
指
摘
。

高
校
の
序
列
化
や
受
験
競
争
の
激
化
を
招
き
、

生
徒
の
進
路
保
障
を
約
束
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
と
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
疑
問
や
不
安
が

残
っ
た
中
で
の
実
施
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
で
あ

り
、
進
路
を
保
障
す
る
と
い
う
公
教
育
の
基
本

に
立
っ
て
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
保
養
研
修

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

河
合
議
員
は
、
洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
保
養
研

修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
利
用
者
や
地
域
の
意

見
を
丁
寧
に
聞
き
、
宿
泊
や
研
修
機
能
の
縮
小

で
な
く
、
利
用
し
や
す
く
改
善
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
局
長
は
、「
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
、

稼
働
率
が
低
迷
、
老
朽
化
し
て
い
る
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
合
議
員
は
、
西
京
区
の
バ
ス
路
線

の
改
善
と
敬
老
乗
車
証
の
民
間
バ
ス
へ
の
適
用

を
求
め
ま
し
た
。

代表質問
2 月 26 日

河合 ようこ 議員

河合ようこ議員は、２月26日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

生
活
保
護
引
き
下
げ
反
対
、値
上
げ
を
撤
回 　

子
育
て
支
援
の
充
実
。い
じ
め
・
暴
力
の
な
い
学
校
を
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生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
は
や
め
よ

　

河
合
議
員
は
、
安
倍
内
閣
が
生
活
保
護
基
準

の
引
下
げ
を
明
言
し
た
こ
と
を
批
判
。「
こ
れ

以
上
、
切
り
詰
め
ら
れ
な
い
」
と
悲
鳴
が
あ
が

っ
て
お
り
、
現
状
で
も
厳
し
い
実
態
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
基
準
の
引
き
下
げ
が
、
最
低

賃
金
や
個
人
住
民
税
非
課
税
の
範
囲
、
就
学
援

助
制
度
、
保
育
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
国
民
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
影
響
す
る
と
指
摘
し
、

認
識
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
基
準
の
引

下
げ
に
反
対
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
局
長
は
、「
国
の
見
直
し
内
容
を

注
視
し
適
切
に
対
応
す
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

保
育
料
・
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

な
ど
の
値
上
げ
撤
回
を

　

河
合
議
員
は
、
保
育
料
や
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

料
な
ど
の
大
幅
な
値
上
げ
提
案
を
批
判
。
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
は
強
い
要
望
で

あ
り
、
保
育
園
連
盟
な
ど
か
ら
も
毎
年
要
望
さ

れ
て
い
る
、
値
上
げ
は
逆
行
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
育
所
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
両
方
を

利
用
す
る
家
庭
へ
の
負
担
は
さ
ら
に
大
き
く
、

「
通
え
な
い
子
が
で
て
く
る
」、
と
撤
回
を
求
め

ま
し
た
。

　

市
長
は
、
保
育
も
児
童
館
も
「
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
」、「
増
え
続
け
る
需
要
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
向
上
、
安
定
運
営
の
た
め
の
値
上
げ
」
な

ど
と
強
弁
し
ま
し
た
。

保
育
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

　

河
合
議
員
は
、
保
育
の
人
材
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
仕
事
の
き
つ
さ
、
給
与
の

低
さ
が
要
因
で
あ
り
、
民
間
保
育
園
の
プ
ー
ル

制
改
悪
に
よ
る
、
給
与
や
一
時
金
の
カ
ッ
ト
等

が
人
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
指
摘
。
勤

続
年
数
に
よ
っ
て
給
与
を
保
障
す
る
し
く
み
に

戻
し
、
必
要
な
予
算
を
増
額
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

副
市
長
は
、「
プ
ー
ル
制
は
効
果
的
に
運
営

さ
れ
て
い
る
」
と
実
態
を
見
な
い
答
弁
を
行
い

ま
し
た
。

公
営
保
育
所
の
民
間
移
管
撤
回
を

　

河
合
議
員
は
、
公
営
保
育
所
の
民
間
移
管
で
、

一
番
影
響
を
受
け
る
の
は
子
ど
も
た
ち
だ
と
指
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党
委
員
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
戦
略
と
岡
崎
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
に
そ
っ
て
京
都
会
館
の
建
て
替

え
を
行
い
、
美
術
館
の
再
整
備
検
討
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
。
先
人
の
築
い
た

岡
崎
地
域
の
貴
重
な
景
観
と
財
産
を
商
品
化

す
べ
き
で
な
い
と
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京

都
会
館
の
賑
わ
い
ス
ペ
ー
ス
も
民
間
の
企
画

会
社
で
案
を
作
っ
て
い
る
が
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
も
の
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
全
国
の
中
で
も
、
こ
れ
だ

け
の
文
化
施
設
が
あ
り
、
疎
水
の
あ
る
景
観

は
ど
こ
を
探
し
て
も
な
い
。
五
〇
年
、
百
年

後
も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
進
め
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

党
委
員
は
、
京
都
は
非
正
規
雇
用
率
が
全
国

二
位
、
四
〇
％
が
低
賃
金
、
不
安
定
雇
用
だ
と

指
摘
。
非
正
規
雇
用
者
の
賃
上
げ
と
正
規
雇
用

化
こ
そ
が
市
民
の
所
得
を
底
上
げ
し
、「
デ
フ

レ
不
況
」
打
開
の
道
と
な
る
と
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
契
約
条
例
は
、
雇
用
や
賃
金
問
題
の

解
決
の
為
に
も
重
要
で
あ
り
、
今
年
度
予
算
が

百
万
円
で
は
極
め
て
不
十
分
だ
と
指
摘
。
地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
に
、
公
共
事
業
の
質
の
確

保
、
雇
用
の
安
定
と
技
術
の
継
承
、
適
正
な
賃

金
の
確
保
の
た
め
に
も
、
公
契
約
条
例
の
早
期

制
定
を
と
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
予
算
を
計
上
し
た
。
条
例
制
定
に
向
け
、

引
き
続
き
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

京
都
会
館
・
美
術
館
を
市
民
が
利
用
し
や
す
い
も
の
に

公
契
約
条
例
の
早
期
制
定
で
労
働
者
の
賃
上
げ
を

　

理
事
者
は
、「
地
域
密
着
が
課
題
で
、
福
祉

事
務
所
や
区
役
所
と
連
携
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

MICE（マイス）とは
（Ｍ）Meeting＝会議・研修（Ｉ）Incentive＝報酬・招待・視察（Ｃ）
Convention＝学会・国際会議（Ｅ）Exhibition＝展示会・見本市の４つのビジ
ネス用語の頭文字をとった造語。京都市は2011年に『京都市MICE戦略』を策定、
大きな国際会議等を誘致し、ビジネス団体客を呼びこむことに力を入れています。

「岡崎活性化ビジョン」で示されている
美術館横の疎水辺

べ

り

行 財 政 局・総合企画局
産業観光局・環境政策局
文化市民局 など予算特別委員会・第 1 分科会 2/28～3/13
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党
委
員
は
、
五
千
五
百
万
円
の
増
収
を
見
込

む
使
用
料
の
値
上
げ
は
、
市
民
の
文
化
・
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
逆
行
す
る
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
施
設
の
老
朽
化
を
考
え
る
と

修
繕
等
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
負
担
の
公

平
性
か
ら
使
用
料
の
見
直
し
を
行
う
」
と
、
市

民
へ
の
負
担
増
を
強
い
る
答
弁
に
終
始
し
ま
し

た
。

　

党
委
員
は
、
文
化
施
設
の
使
用
料
金
の
値
上

げ
は
、
京
都
市
の
最
重
点
政
策
と
す
る
「
文

化
・
芸
術
の
振
興
」
に
も
反
す
る
と
指
摘
し
、

文
化
会
館
の
稼
働
率
向
上
の
た
め
に
、
市
民
に

使
い
や
す
い
施
設
へ
の
努
力
こ
そ
が
行
政
に
求

め
ら
れ
る
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

党
委
員
は
、
市
内
事
業
者
の
駆
け
込
み
寺
の

よ
う
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
産
業
技
術
研
究
所

の
役
割
が
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
っ
て
後
退
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
。

西
陣
織
業
界
か
ら
身
近
な
所
で
の
品
質
等
簡
易

検
査
の
充
実
を
求
め
る
要
望
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
、
相
談
窓
口
の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
公
的
役
割
と
し
て
中
小
企
業
、

伝
統
産
業
支
援
に
必
要
な
業
務
は
続
け
、
利
用

さ
れ
る
よ
う
改
善
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　

党
委
員
は
、
独
立
行
政
法
人
化
に
伴
い
、
職

員
の
身
分
保
障
を
行
う
こ
と
、
中
小
零
細
業
者

の
無
料
相
談
な
ど
を
切
り
捨
て
な
い
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。

　

党
委
員
は
、
大
型
店
や
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
店
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

商
店
街
が
疲
弊
し
た
状
況
が
進
ん
で
い
る
と
指

摘
。
こ
の
ま
ま
で
は
後
継
者
も
で
き
ず
廃
業
す

る
商
店
も
増
え
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

無
く
な
る
と
述
べ
て
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、「
買
い
物
弱
者
支
援
」
や
「
商
店
街
振
興

対
策
」
も
採
算
が
取
れ
る
所
だ
け
の
対
策
で
は

公
的
責
任
が
問
わ
れ
る
と
追
及
。
商
店
街
振
興

を
本
格
的
に
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

文
化
会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
金
の

値
上
げ
は
や
め
よ

産
業
技
術
研
究
所
の
役
割
を
継
続
し
、公
的
責
任
を
果
た
せ

商
店
街
は
地
域
の
顔
で
あ
り
、
抜
本
的
な
振
興
対
策
を

宮田えりこ
委員

山中　渡
委員

井坂 博文
委員

くらた共子
委員

玉本なるみ
委員
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党
委
員
は
、
国
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
生

活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
、
国
民
生
活
全
体

の
引
き
下
げ
で
あ
り
反
対
す
べ
き
こ
と
、
年

金
・
賃
金
等
の
国
民
生
活
全
体
の
底
上
げ
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
不
正
受
給
防
止
の
強
調
で
は
な
く
、

必
要
な
人
が
保
護
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
こ
そ

す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、「
適
正
対
策
は
漏
給
対
策
も
含

む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
会
計
は
単
年
度
黒
字

が
続
い
て
お
り
、
保
険
料
据
え
置
き
で
は
な
く

引
き
下
げ
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
質
し
ま
し

た
。

　

党
委
員
は
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
緊
急
の
経
済
対
策
と

し
て
有
効
だ
と
創
設
さ
れ
、
府
内
で
も
京
丹
波

町
や
与
謝
野
町
で
は
約
一
五
倍
の
経
済
効
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
昨
年
創
設
さ
れ

た
「
ま
ち
の
匠
の
知
恵
を
生
か
し
た
耐
震
リ
フ

ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
が
、
市
内
業
者
へ
の
発
注

を
義
務
づ
け
る
優
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
耐
震
に
限
ら
な
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

へ
の
助
成
制
度
は
、
重
点
政
策
の
第
一
に
掲
げ

る
「
京
都
経
済
の
再
生
と
雇
用
の
創
出
」
に
さ

ら
に
有
効
だ
と
し
て
、「
経
済
活
性
化
の
た
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
」
と
求

め
ま
し
た
。

　

党
委
員
は
、
鉄
道
博
物
館
の
建
設
に
伴
う
梅

小
路
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
、

Ｊ
Ｒ
に
貸
与
す
る
土
地
の
使
用
料
を
半
額
程
度

に
減
額
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
博
物
館
の
屋
外

展
示
ゾ
ー
ン
を
「
高
い
開
放
性
を
有
す
る
屋
根

付
き
広
場
」
と
み
な
し
、
建
ぺ
い
率
の
制
約
を

こ
え
る
特
例
と
し
て
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
。

　
「
京
都
市
が
市
民
に
様
々
な
負
担
を
押
し
付

け
、
財
源
確
保
の
理
由
で
市
有
地
を
次
々
に
売

り
払
う
一
方
で
、
公
園
用
地
の
使
用
料
を
半
額

程
度
に
減
額
し
、
無
理
な
解
釈
で
公
園
の
機
能

を
は
た
す
面
積
を
減
ら
す
の
は
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
便

宜
の
図
り
す
ぎ
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
」
と
質

し
ま
し
た
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
反
対

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

経
済
活
性
化
へ
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
を

梅
小
路
公
園
の
再
整
備　

Ｊ
Ｒ
へ
の
便
宜
を
や
め
よ

保健福祉局・教育委員会
都市計画局・建　設　局予算特別委員会・第 2 分科会 2/28～3/13
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党
委
員
は
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
影
響
に

つ
い
て
追
及
。
保
育
園
や
老
人
施
設
な
ど
福
祉

施
設
で
は
「
年
間
五
〇
万
円
も
の
負
担
増
」

「
プ
ー
ル
を
使
う
夏
場
だ
け
で
三
万
円
の
値
上

げ
」
等
の
試
算
を
示
し
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
「
影
響
に
つ
い
て
は
水
道
局
が
つ

か
む
べ
き
。
四
〇
〇
円
か
ら
七
〇
〇
〇
円
の
値

上
げ
で
、
国
基
準
運
営
費
の
範
囲
内
の
値
上
げ

で
あ
り
、
工
夫
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
影
響
を

低
く
見
る
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
の
経
常
運
営
費
が
削
減
さ
れ
て

い
る
中
で
の
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、
教
育
環

境
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
不
足
す
る
時
は
対
応
す
る
」

と
現
場
に
対
応
を
押
し
つ
け
ま
し
た
。

　

党
委
員
は
、
子
育
て
世
帯
の
所
得
が
一
〇

年
間
で
七
〇
万
円
も
減
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
保
育
料
・
学
童
保
育
利
用
料
等
の
値
上
げ

は
、
子
育
て
世
帯
を
直
撃
す
る
と
指
摘
。
こ
の

間
、
保
育
所
運
営
の
保
護
者
負
担
は
増
や
さ
れ

て
き
た
の
に
、
こ
れ
を
さ
ら
に
増
や
そ
う
と
す

る
も
の
で
、
少
子
化
に
拍
車
を
か
け
る
と
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
童
保
育
利
用
料
の
値
上

げ
と
合
わ
せ
て
開
所
時
間
の
延
長
を
提
案
し
て

い
る
が
、
学
童
保
育
職
員
の
処
遇
の
抜
本
的
改

善
を
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
学
童
保
育
所
の

分
室
は
臨
時
的
措
置
で
あ
り
、
早
急
な
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
分
室
に
つ
い
て
は
課
題
で
あ

り
、
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま

し
た
。 水

道
料
金
値
上
げ
は
、
福
祉
施
設
や
学
校
の
運
営
に
影
響

子
育
て
世
代
の
負
担
増
撤
回
を

学
童
分
室
の
改
善
を

保育所総運営費の負担割合推移

2001

2004

2007

2010

2013

（年度）

0%

60.9

59.9 15.9 24.2

58.0 17.2 24.8

57.1 17.4 25.5

55.6 18.8 25.6

15.9 23.2

市負担率（％）

20% 40% 60% 80% 100%

保護者負担率（％） 国負担率（％）

西野さち子
委員

ひぐち英明
委員

井上けんじ
委員

加藤 あい
委員

河合ようこ
委員
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消
防
職
員
の
削
減
や
め
よ

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

補
助
金
削
減
や
め
て
値
上
げ
を
回
避
せ
よ

均
一
料
金
区
間
の
拡
大
に
む
け
努
力
を

消 防 市バス
地下鉄

　

消
防
局
が
、
新
年
度
予
算
で
三
四
人
の
消
防

職
員
の
削
減
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

党
委
員
は
「
火
災
現
場
の
第
一
線
か
ら
も
人
を

削
る
と
い
う
話
に
な
る
。
命
に
関
わ
る
問
題

だ
」
と
批
判
し
、
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
定
員
管
理
計
画
は
京み

や
こプ
ラ
ン

に
も
と
づ
く
も
の
」
と
述
べ
て
、
四
年
間
で
八

〇
名
の
削
減
を
行
う
「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画

を
強
行
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

他
都
市
と
の
比
較
で
手
当
が
少
な
い
こ
と
、
災

害
出
動
と
訓
練
・
警
戒
な
ど
の
手
当
の
差
額
が

大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
無
火
災
は
消
防
団

の
誇
り
な
の
に
、
無
火
災
な
ら
手
当
は
低
い
と

い
う
の
で
は
、
消
防
団
の
労
に
報
い
る
適
正
な

手
当
と
は
言
え
な
い
」
と
処
遇
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

　

党
委
員
は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
経
営
健
全

化
計
画
が
予
定
を
上
回
っ
て
推
移
し
た
た
め
、

市
バ
ス
会
計
が
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
を
計

画
以
上
に
削
減
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
、「
任

意
の
補
助
金
は
返
上
で
は
な
く
、
地
下
鉄
に
回

す
べ
き
も
の
。
地
下
鉄
に
対
す
る
支
援
も
削
減

し
た
ら
運
賃
値
上
げ
に
直
結
す
る
。
地
下
鉄
の

支
援
も
削
減
し
た
の
は
誰
か
、
健
全
化
計
画
の

変
更
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及
し
ま
し

た
。

　

理
事
者
は
、「（
削
減
し
た
の
は
）
市
長
だ
」

「
計
画
変
更
で
は
な
く
、
一
時
的
な
補
助
金
の

返
上
」
と
答
弁
。
党
委
員
は
、「
回
避
可
能
な

値
上
げ
を
、
補
助
金
の
削
減
で
わ
ざ
と
呼
び
込

も
う
と
す
る
も
の
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
の
中
で
、
二
〇
一
五
年
の
消
費

税
増
税
の
影
響
額
が
「
市
バ
ス
は
六
億
円
、
地

下
鉄
は
一
〇
億
円
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

り
ま
し
た
。

　

市
の
周
辺
部
な
ど
で
、
民
間
バ
ス
事
業
者
と

競
合
す
る
調
整
区
間
が
均
一
運
賃
区
間
外
と
な

っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
党
委
員
は
「
解
消

の
要
望
は
強
い
。
マ
イ
カ
ー
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
」
と
要
求
。

　

理
事
者
は
、「
交
通
局
と
し
て
は
均
一
料
金

の
実
現
を
進
め
た
い
。
旅
客
流
動
調
査
の
情
報

提
供
も
含
め
て
民
間
バ
ス
の
理
解
を
得
た
い
」

と
述
べ
、
均
一
料
金
区
間
の
拡
大
に
む
け
て
、

民
間
バ
ス
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
意
向

を
示
し
ま
し
た
。

2/28～3/13消防局・交通局・上下水道局予算特別委員会・第 3 分科会
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水
道
会
計
は
五
年
連
続
の
黒
字

値
上
げ
に
道
理
な
し

上下水道
　

党
委
員
は
新
年
度
、
上
下
水
道
料
金
の
平
均

三
・
七
％
値
上
げ
が
計
画
さ
れ
て
い
る
問
題

で
「
水
道
会
計
は
五
年
連
続
の
黒
字
、
来
年
度

の
予
算
案
も
黒
字
で
あ
る
か
ら
実
質
六
年
連
続

の
黒
字
だ
。
下
水
道
会
計
も
二
年
連
続
の
黒
字
、

実
質
三
年
連
続
の
黒
字
見
込
み
で
、
下
水
道
会

計
は
値
下
げ
を
し
て
い
る
。
水
道
料
金
を
値
上

げ
す
る
緊
急
性
は
な
い
」「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

対
す
る
国
の
補
助
制
度
の
活
用
を
真
剣
に
検
討

す
べ
き
だ
っ
た
の
に
、
要
望
す
ら
し
て
い
な
い
。

来
年
度
の
『
地
域
の
元
気
交
付
金
』
は
公
営
企

業
会
計
に
も
使
え
る
。
活
用
を
し
て
値
上
げ
を

回
避
す
べ
き
」「
厳
し
い
京
都
経
済
へ
の
打
撃

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
値
上
げ
は
許
さ
れ
な

い
」
と
、
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

門
川
市
長
は
「
大
幅
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
徹
底
し
た
経
営
改
革
を
行
い
、
値
上
げ
幅

を
抑
え
た
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　

党
委
員
は
、
値
上
げ
に
際
し
て
、
市
民
生
活

の
実
態
調
査
も
行
わ
ず
「
公
聴
会
」
等
も
実
施

せ
ず
、
市
民
に
一
枚
の
回
覧
だ
け
で
済
ま
せ
よ

う
と
し
て
い
る
事
を
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
「
説
明
責
任
が
十
分
に
果
た
せ
て

い
る
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
説
明
不
足
を
認
め
た
も
の
の
、「
最
低

限
の
お
願
い
で
あ
り
、
市
民
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
と
考
え
る
」
と
、
あ
く
ま
で
も
値
上
げ
は

撤
回
し
な
い
と
の
立
場
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
他
党
の
委
員
か
ら
は
「
水
道
料
金
値

上
げ
に
は
納
得
」「
値
上
げ
に
み
あ
っ
た
経
営

努
力
を
」「
値
上
げ
に
込
め
た
熱
い
思
い
を
市

民
に
説
明
す
べ
き
だ
」
等
と
、
市
民
生
活
を
か

え
り
み
ず
、
値
上
げ
を
推
奨
す
る
か
の
よ
う
な

質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
十
月
の
値
上
げ
中

止
を
求
め
て
、
引
き
続
き
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

西村よしみ
委員

とがし 豊
委員

岩橋ちよみ
副委員長

倉林 明子
委員

北山ただお
委員

水道料金値上げに反対する緊急行動（ 3 月18日）
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や
高
い
施
設
運
営
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
、
計
画
の
中
止
と
契
約
破
棄
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
ム
ダ
遣
い
と
な
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
誘
致
活
動
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

玉
本
議
員
は
、
財
界
が
求
め
て
い
る
道
州
制
推
進
、

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、
財
政
健
全
化
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
な
ど
、
わ
が
国
の
将
来
を
左
右
す
る
課

題
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
考
え
に
、
市
長
が
賛
同
し

て
い
る
こ
と
を
批
判
。
極
め
て
危
険
な
事
態
で
あ
り
、

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
こ
と
と
逆
行
す
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

北
山
議
員
は
、
今
回
の
水
道
料
金
値
上
げ
関
連
議

案
に
つ
い
て
、
第
一
に
「
水
道
老
朽
管
対
策
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
国
へ
の
要
望
活
動
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」「
新

年
度
に
交
付
さ
れ
る『
地
域
の
元
気
交
付
金
』が
公
営

企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
の
に
検
討
も
し
て
い
な
い
」
な
ど
、
料
金
値
上
げ

を
回
避
す
る
手
立
て
が
全
く
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

第
二
に
、
こ
の
一
五
年
間
で
労
働
者
の
賃
金
が
七

〇
万
円
以
上
も
減
少
す
る
な
ど
デ
フ
レ
不
況
に
よ
り

京
都
経
済
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
切
実
な
市
民
生
活
や
京
都
経
済
の
実

態
を
省
み
な
い
値
上
げ
で
あ
る
こ
と
。

　

第
三
に
、
水
道
会
計
は
五
年
連
続
の
黒
字
、
下
水

道
会
計
も
二
年
連
続
の
黒
字
で
あ
り
、
資
金
逼
迫
の

状
況
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。

　

第
四
に
、
料
金
値
上
げ
に
あ
た
っ
て
の
市
民
へ
の

説
明
も
ま
と
も
に
行
わ
ず
、
公
聴
会
の
開
催
も
拒
否

を
し
て
、
一
枚
の
回
覧
を
回
す
だ
け
で
説
明
を
し
た

か
の
よ
う
な
態
度
で
す
ま
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

　

以
上
、
四
点
の
反
対
理
由
を
述
べ
、
値
上
げ
案
の

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
の
実
施
ま
で
、

ま
だ
時
間
は
あ
る
と
指
摘
し
、
値
上
げ
回
避
の
あ
ら

ゆ
る
検
討
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

水
道
会
計
は
五
年
連
続
黒
字
。 値
上
げ
回
避
へ
、 あ
ら
ゆ
る
検
討
・
努
力
を
。

 

北
山
た
だ
お
議
員
が
水
道
料
金
値
上
げ
議
案
に
反
対
討
論

　

加
藤
議
員
は
、
来
年
度
の
保
育
所
入
所
は
三
九
五

人
の
定
員
増
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
職
場
や
家
庭

か
ら
極
端
に
遠
い
地
域
や
才
児
の
枠
を
超
え
た
入
所

は
実
際
は
困
難
だ
と
指
摘
し
、
必
要
な
地
域
へ
の
認

可
保
育
所
の
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
、
予
算
要
望
し
て
い
る
三
団
体
か

ら
も
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
要
望

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
市
の
保
育
士
一

二
八
人
が
派
遣
労
働
で
低
い
処
遇
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
サ
ー
ビ
ス

基
盤
を
掘
り
崩
し
か
ね
な
い
重
大
事
態
と
な
る
と
述

べ
、
請
願
の
不
採
択
に
反
対
し
ま
し
た
。

保
育
・
学
童
の
施
策
拡
充
求
め
る
請
願
の
採
択
を

 

加
藤
あ
い
議
員
が
不
採
択
に
反
対
討
論
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市
民
負
担
増
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

　

玉
本
議
員
は
、
保
育
料
、
学
童
保
育
利
用
料
、
昼

間
里
親
保
育
料
な
ど
値
上
げ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、

子
育
て
世
代
の
く
ら
し
を
圧
迫
す
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
保
育
士
さ
ん
な
ど
社
会
福
祉
施

設
職
員
の
特
殊
健
康
診
断
事
業
に
つ
い
て
、
現
場
の

声
も
聞
か
ず
に
突
然
補
助
を
廃
止
す
る
無
責
任
な
対

応
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
単
年
度
で
黒
字
が
続
い
て
い
る
国
民
健
康

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
生
活
保

護
基
準
切
り
下
げ
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
と
し
て
国

に
対
し
「
引
き
下
げ
を
行
わ
な
い
」
声
を
あ
げ
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
現
物
支
給
制
度
の
導
入
を
評
価
し

つ
つ
、
限
度
額
三
〇
〇
〇
円
の
引
き
下
げ
や
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
等
、
府
内
自
治
体
の
施
策
に
追
い
つ

く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
で
京
都
経
済
の
再
生
を

　

玉
本
議
員
は
、
重
点
政
策
の
「
京
都
経
済
の
再
生

と
雇
用
の
創
出
」
で
は
、
苦
し
む
中
小
業
者
を
い
か

に
応
援
し
て
い
く
か
と
い
う
立
場
が
極
め
て
弱
い
こ

と
を
指
摘
、
改
め
て
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
、
公

契
約
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
や
、
耐
震
改
修
助

成
制
度
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
原
発
ゼ

ロ
の
立
場
に
立
ち
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
思
い
切
っ
た
予
算
の
拡

充
を
と
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
の
安
定
と
就
労
条
件
の
改
善
を
求
め

て
、
京
都
労
働
局
・
京
都
府
と
一
緒
に
京
都
経
済
界

に
要
請
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
引
き
続
き
の
取
り
組

み
を
求
め
ま
し
た
。

ム
ダ
遣
い
や
め
、
市
民
負
担
の
軽
減
を

　

玉
本
議
員
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
料
金
値

上
げ
は
、
市
民
の
利
用
を
制
限
し
、
市
民
を
文
化
芸

術
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠
ざ
け
る
も
の
で
あ
る
と

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

市
民
に
負
担
を
求
め
る
一
方
で
、
技
術
的
に
未
完

成
の
欠
陥
施
設
で
あ
る
焼
却
灰
溶
融
施
設
の
建
設
費

「
値
上
げ
・
負
担
増
」の
予
算
案
、 ム
ダ
遣
い
や
め
て
市
民
負
担
の
軽
減
を

 
玉
本
な
る
み
議
員
が
二
〇
一
三
年
度
予
算
案
等
に
反
対
討
論

値
上
げ
予
算
の
継
続
審
議
を

 

西
村
よ
し
み
議
員
が
動
議

　

西
村
議
員
は
、
上
下
水
道
料
金
、
保
育
料
な
ど
総

額
で
一
四
億
九
千
万
円
も
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
は
認

め
ら
れ
な
い
と
の
市
民
の
声
は
、
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
の
に
、
十
分
審
議
が
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
と
し

て
、
値
上
げ
予
算
の
継
続
審
議
を
求
め
る
動
議
を
提

案
し
ま
し
た
。
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西
野
議
員
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
は
「
事
故
収

束
」
に
は
ほ
ど
遠
く
、
未
だ
避
難
者
の
生
活
再
建
の

メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。
公
営
住
宅

の
避
難
者
支
援
は
、
家
賃
を
払
え
ば
三
年
目
以
降
も

住
む
こ
と
は
可
能
だ
が
、
自
主
避
難
者
は
退
去
を
求

　

く
ら
た
議
員
は
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を

行
え
ば
、
更
な
る
年
金
の
引
き
下
げ
や
最
低
賃
金
の

引
き
下
げ
等
、
国
民
生
活
の
貧
困
化
に
拍
車
を
か
け

る
と
指
摘
。
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
な
ど

の
意
見
書
案
は
、
生
活
保
護
費
六
七
〇
億
円
削
減
を

是
認
し
、
実
行
を
求
め
て
い
る
と
批
判
。
制
度
発
足

以
来
の
大
幅
な
基
準
の
引
き
下
げ
で
あ
り
、
実
行
す

べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
準
引
き
下
げ
に
よ
り
影
響
が
及
ぶ
住
民

税
や
保
育
料
、
保
険
料
、
就
学
援
助
費
や
生
活
福
祉

資
金
貸
付
な
ど
に
対
し
、
具
体
的
な
対
応
策
は
何
も

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
低
所
得
世
帯
の
生
命
と
く
ら
し

を
守
る
保
障
は
な
い
と
指
摘
。
保
護
基
準
以
下
に
あ

る
世
帯
や
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
と
同
水
準
の
生
活

実
態
に
あ
る
国
民
が
制
度
の
外
に
放
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
こ
そ
問
題
に
す
べ
き
と
し
て
、
引
き
下
げ
撤
回

と
わ
が
党
提
案
の
意
見
書
へ
の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

 

く
ら
た
共
子
議
員
が
討
論

中
小
企
業
の
再
生
・
活
性
化

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

 

ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
賛
成
討
論

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

対
す
る
住
宅
支
援
等
に
関
す

る
意
見
書

 

西
野
さ
ち
子
議
員
が
賛
成
討
論

め
ら
れ
る
と
指
摘
。
避
難
者
か
ら
、
公
営
住
宅
の
無

償
提
供
を
求
め
る
陳
情
が
市
長
に
再
三
届
け
ら
れ
て

お
り
、
公
営
住
宅
の
無
償
提
供
の
延
長
を
国
に
求
め

る
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
線
が
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
問
題
に
つ

い
て
は
、
科
学
的
知
見
が
不
十
分
で
あ
り
、「
子
ど

も
・
被
災
者
支
援
法
」
で
も
、
支
援
対
象
地
域
の
線

引
き
は
困
難
だ
と
し
て
い
る
と
指
摘
。
避
難
者
の
実

態
に
添
っ
た
支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
避
難
者
の
情
報
は
国
が
責
任
を
持
っ

て
把
握
し
支
援
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
大
企
業
が
利
益
を
上
げ
、
内
部

留
保
を
右
肩
あ
が
り
に
増
や
す
一
方
で
、
労
働
者
の

賃
金
は
右
肩
下
が
り
で
、「
デ
フ
レ
不
況
」
が
続
き
、

中
小
零
細
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
指
摘
。
大
企
業
中
心
の
経
済
政
策
か
ら
、

中
小
企
業
を
経
済
の
根
幹
と
位
置
付
け
る
政
策
へ
の

転
換
が
必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
中
小
企
業
を
廃
業
に
追
い
込
む
消

費
税
増
税
を
中
止
し
、
大
企
業
に
よ
る
下
請
け
企
業

へ
の
低
単
価
押
し
付
け
な
ど
の
不
公
正
な
取
引
を
止

め
さ
せ
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と

が
必
要
と
指
摘
。
中
小
企
業
に
冷
た
い
国
の
予
算
の

あ
り
方
を
か
え
る
と
と
も
に
、
本
市
で
も
公
契
約
条

例
や
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
、
中
小
企

業
の
再
生
・
活
性
化
に
む
け
て
抜
本
的
強
化
を
は
か

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

討論、意見書・決議
3 月 22 日
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井
上
議
員
は
、
自
治
体
は
住
民
福
祉
の
増
進
の
た

め
「
公
の
施
設
を
設
け
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
の
が
法
律
の
趣
旨
で
あ
り
、
室
町
・
朱
雀
の
二

つ
の
市
営
乳
児
保
育
所
の
廃
止
は
こ
れ
に
反
す
る
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
児
か
ら
幼
児
へ
の
一
貫
保

育
が
で
き
る
と
い
う
が
、
同
一
法
人
が
、
乳
児
園
と

幼
児
園
を
別
々
に
運
営
す
る
だ
け
だ
と
指
摘
。
さ
ら

に
、
移
管
に
よ
り
合
計
一
億
七
千
万
円
の
削
減
効

果
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
財
政
削
減
あ
り
き
で
、

「
ほ
と
ん
ど
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
」
こ
と
の
裏
付
け

は
な
く
、
人
件
費
の
削
減
に
よ
る
影
響
は
子
ど
も
た

ち
に
は
ね
返
る
と
批
判
し
ま
し
た
。「
民
間
に
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
」
と
自
治
体
の
役
割
を
投
げ
捨
て

る
大
き
な
流
れ
の
一
環
で
も
あ
り
、
市
民
か
ら
の
相

談
対
応
や
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
、
困
難
事
例
へ

の
対
応
、
民
間
保
育
園
へ
の
援
助
等
、
市
立
で
こ
そ

先
進
的
役
割
を
担
え
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

井
上
議
員
は
、
手
続
き
上
も
、
議
会
で
何
も
決
ま

っ
て
い
な
い
段
階
で
廃
止
と
移
管
を
前
提
と
し
て
法

人
選
定
を
進
め
た
こ
と
は
市
長
の
越
権
行
為
だ
と
指

摘
。
移
管
先
選
定
等
委
員
会
の
位
置
付
け
や
守
備
範

囲
も
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
り
、
保
護
者
や
関
係
者
の
、

市
立
の
存
続
を
願
う
声
も
何
ら
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

と
し
て
、
廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
、
職
員
厚
生
会
は
、
職
員
の
心
身
の

健
康
保
持
と
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
京
都
市
が
必
要
な
負
担
を
行
う
こ
と
は
、

「
地
方
公
務
員
法
第
四
十
二
条
」「
京
都
市
職
員
厚
生

会
条
例
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
事
業
主
の
当
然
の
責

務
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

京
都
市
は
、
三
年
間
の
時
限
的
な
特
別
の
財
源
不

足
対
策
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
職
員
給
与
減

額
と
と
も
に
、
事
業
主
負
担
金
の
交
付
を
凍
結
し
た

の
で
あ
り
、
再
開
は
当
然
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
与
党
会
派
提
案
の
修
正
案
は
、
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
規
定
」
と
す
る
も
の
で
、

事
業
主
の
責
務
を
後
退
さ
せ
る
も
の
、
ま
し
て
や

負
担
金
交
付
の
「
凍
結
の
継
続
」「
執
行
停
止
」
は
、

責
務
を
放
棄
す
る
も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
事
業
主
負
担
を
凍
結
し
た
財
源
を
使
い
、

学
童
保
育
所
の
値
上
げ
を
先
送
り
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
あ
る
が
、「
凍
結
す
べ
き
は
、
不
要
不
急
、
無

駄
な
支
出
の
焼
却
灰
溶
融
施
設
」
と
反
論
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
厚
生
会
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
的
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
案
に
つ
い
て

 

井
上
け
ん
じ
議
員
が
市
営
保
育
所
の
廃
止
に
反
対
討
論

職
員
厚
生
会
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

 

井
坂
博
文
議
員
が
討
論

　

※
職
員
厚
生
会
条
例
の
全
部
改
正　

交
通
局
、
上
下
水
道
局
そ

れ
ぞ
れ
の
厚
生
会
を
廃
止
し
、
市
職
員
厚
生
会
に
統
合
す
る
も
の
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経
済
総
務

●
行
財
政
局

• 

京
都
市
高
速
鉄
道
事
業
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

京
都
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

技
能
労
務
職
員
の
試
行
的
な
採
用
に
係
る

検
証
に
つ
い
て

• 

原
子
力
防
災
計
画
策
定
の
抜
本
的
見
直
し

に
つ
い
て

●
総
合
企
画
局

• 

京
都
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
京
都
市
情
報
館
」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

•
有
害
鳥
獣
対
策
、
林
業
支
援
に
つ
い
て

　

く
ら
環

●
環
境
政
策
局

• 

ま
ち
美
化
事
務
所
の
技
能
労
務
職
員
の
試

行
的
採
用
に
つ
い
て

• 

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
準
は
二
五
㎍

で
あ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
広
報
を

• 

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
つ
い

て
●
文
化
市
民
局

•
同
和
奨
学
金
返
還
に
つ
い
て

• 

京
都
会
館
の
管
理
を
音
楽
芸
術
文
化
財
団

に
指
定
す
る
問
題
に
つ
い
て

　

教
育
福
祉

●
保
健
福
祉
局

• 

福
祉
避
難
所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ

い
て

• 

洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
保
養
研
修
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
に
つ
い
て

•
保
育
・
学
童
保
育
の
拡
充
を

•
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
反
対
を

• 

民
間
保
育
園
保
育
士
、
学
童
保
育
所
職
員

の
処
遇
改
善
を

• 

民
間
福
祉
施
設
職
員
の
特
殊
健
康
診
断
を

廃
止
し
な
い
こ
と

• 

保
育
料
・
学
童
保
育
利
用
料
の
値
上
げ
撤

回
を

• 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
縮
小

で
は
な
く
役
割
発
揮
を

• 

母
子
家
庭
医
療
費
の
所
得
制
限
を
下
げ

ず
、
父
子
家
庭
へ
の
拡
大
を

●
教
育
委
員
会

• 

水
泳
指
導
の
手
引
き
・
安
全
管
理
指
針
案

に
つ
い
て

• 

新
し
い
高
校
教
育
制
度
の
拙
速
な
導
入
に

反
対

• 

三
五
人
学
級
の
実
現
、
教
育
費
の
保
護
者

負
担
の
軽
減
を

• 

東
山
南
部
の
学
校
統
廃
合
の
経
過
に
つ
い

て

　

ま
ち
づ
く
り

●
都
市
計
画
局

•
明
倫
元
学
区
の
地
区
計
画
に
つ
い
て

•
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 「
京
の
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

建
築
物
の

高
さ
編
」の
作
成
に
つ
い
て

• 「
大
学
生
が
描
い
た
京
都
の
ま
ち
の
将
来

像
」に
つ
い
て

• 

太
秦
地
区
・
大
宮
地
区
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

移
動
等
円
滑
化
基
本
構
想（
案
）に
つ
い
て

• 

請
願 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
指
導
」（
北

区
平
野
鳥
居
前
町
、
北
区
大
将
軍
西
町
）

を
全
会
一
致
で
採
択

• 

請
願 

「
大
型
ス
ー
パ
ー
建
設
の
指
導
」を

全
会
一
致
で
採
択

•
高
野
パ
チ
ン
コ
店
の
建
設
に
つ
い
て

• 

屋
外
広
告
物
対
策
、
嵐
山
の
交
通
対
策
に

つ
い
て

•
市
営
住
宅
の
遠
隔
監
視
に
つ
い
て

●
建
設
局

•
道
路
構
造
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

道
路
標
識
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

• 

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
必
要
な
道
路
の
構
造

及
び
特
定
公
園
施
設
の
設
置
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

技
能
労
務
職
員
の
試
行
的
な
採
用
に
係
る

検
証
に
つ
い
て

• 

私
道
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

• 

廃
棄
自
転
車
等
の
売
却
に
係
る
不
正
事
案

に
つ
い
て

• 

陳
情 

「
遊
歩
道
の
設
置
」（
伏
見
区
深
草

紺
屋
町
）に
つ
い
て

　

交
通
水
道

●
消
防
局

•
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

•
京
都
マ
ラ
ソ
ン
の
警
備
体
制
に
つ
い
て

•
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
率
に
つ
い
て

●
交
通
局

• 「
市
バ
ス
路
線
・
ダ
イ
ヤ
編
成
の
基
本
的

な
考
え
方（
案
）」に
つ
い
て

●
上
下
水
道
局

• 

園
城
寺
と
の
琵
琶
湖
疏
水
に
係
る
土
地
使

用
権
訴
訟
、
和
解
成
立
に
つ
い
て

• 

山
ノ
内
浄
水
場
廃
止
に
伴
う
給
水
区
域
切

替
作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

•
疏
水
整
備
に
つ
い
て

経
済
総
務
委
員
会

（
3
月
14
日
）

く
ら
し
環
境
委
員
会（

3
月
14
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
3
月
14
日
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（

3
月
15
日
）

交
通
水
道
消
防
委
員
会

（
3
月
15
日
）

常任委員会トピックス
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3 月 22 日
討論、意見書・決議

月定例市会 閉会本会議2
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

 

と
が
し
豊
議
員
が
討
論

雇
用
の
安
定
と
就
労
条
件
の
改
善
に
関
す
る
決
議

 

岩
橋
ち
よ
み
議
員
が
提
案
説
明

　

と
が
し
議
員
は
、
自
、
公
、
京
、
み
ん
な
・
無

の
四
会
派
が
提
案
し
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
を
慎

重
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
に
反
対

し
、
わ
が
党
が
提
案
し
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

連
携
協
定
）
交
渉
へ
の
参
加
を
し
な
い
よ
う
求
め

る
意
見
書
」
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
が
し
議
員
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
、
安
心
で
安
全
な
魚
や
農
産

品
の
提
供
が
で
き
な
く
な
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
と
医
療
の
提
供
が

破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、「
国
益
」
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、

守
ら
れ
る
の
は
「
多
国
籍
企
業
の
利
益
」
だ
け
と
指
摘
。
一
六
〇
五

の
市
町
村
議
会
が
参
加
す
べ
き
で
な
い
と
意
見
書
を
あ
げ
、
四
五
〇

議
会
が
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
求
め
て
い
る
事
実
を
紹
介
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
国
を
滅
ぼ
す
道
で
あ
り
、
地
方
か
ら
、
交
渉
参
加
を
や
め
る
よ

う
に
求
め
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

岩
橋
議
員
は
昨
今
の
「
デ
フ
レ
不
況
」
の
原
因

が
「
働
く
人
々
の
所
得
、
賃
金
の
落
ち
込
み
に
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
」
と
指
摘
。

　

働
く
人
の
所
得
が
増
え
て
こ
そ
、
消
費
と
国
内

需
要
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
「
二
六
〇
兆
円
を
超
え
る
大
企
業
の
内
部

留
保
の
一
部
を
使
っ
て
賃
上
げ
と
雇
用
の
安
定
、
下
請
け
中
小
企
業

に
還
元
さ
せ
る
」
こ
と
、
第
二
に
「
雇
用
の
ル
ー
ル
を
強
化
し
、
非

正
規
社
員
を
正
社
員
に
し
、
最
低
賃
金
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、
人

間
ら
し
い
く
ら
し
を
保
障
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
る
」
こ
と
が
、
大
事

だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
、
京
都
府
、
京
都
市
、
京
都
労
働
局
が
連
名
で
、
京

都
の
経
済
団
体
に
「
給
与
等
の
就
労
条
件
を
改
善
す
る
」
よ
う
要
請

を
行
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
要
請
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

共産 自民 民主・都みらい 公明 京都 みんな・無
我が国の優れた国民皆保険制度の恒久的堅持を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断・治療の推進を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
患者数が特に少ない希少疾病用医薬品（ウルトラ・オーファンドラッグ）の開発促進・
支援のための法整備等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

生活保護基準の見直しに関する意見書 ● ○ ○ ○ ○ ○
東日本大震災の被災者への住宅支援等に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中小企業の再生・活性化策の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
次代を担う若者世代支援策を求める意見書 ● ○ ○ ○ ○ ○
TPP協定交渉を慎重に進めることを求める意見書 ● ○ ○ ○ ○ ○

共産 自民 民主・都みらい 公明 京都 みんな・無
生活保護基準を引き下げるとの政府方針の撤回を求める意見書 ○ ● ● ● ● ●
東日本大震災の被災者に対する公営住宅等の支援に関する意見書 ○ ● ● ● ● ●
中小企業の再生・活性化策の充実・強化を求める意見書（共産党提案） ○ ● ● ● ● ●
TPP（環太平洋連携協定）交渉への参加をしないよう求める意見書 ○ ● ● ● ● ●
雇用の安定と就労条件の改善に関する決議 ○ ● ● ● ● ●
京都市厚生会事業に関する決議案 ● ● ● ● ○ ●

○賛成　●反対

○賛成　●反対否決された意見書・決議（6件）

2月市会で可決された意見書・決議（8件）
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筆
を
越
え
る
署
名
が
集
め
ら
れ
、
与
党
会
派
を
「
学
童
保
育
料
の
値
上

げ
一
年
間
先
送
り
」
の
付
帯
決
議
を
提
出
す
る
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め

ま
し
た
。
保
健
福
祉
局
は
、
議
会
に
提
案
す
る
と
同
時
に
保
護
者
向
け

に
値
上
げ
を
前
提
に
し
た
説
明
資
料
を
保
育
園
で
配
布
し
、
議
会
軽
視

と
審
議
妨
害
と
し
て
厳
重
に
抗
議
し
ま
し
た
。

　

 　
さ
ら
に
上
下
水
道
料
金
値
上
げ
は
、
年
間
負
担
総
額
一
八
億
六
千
万

円
も
の
大
幅
な
提
案
で
あ
り
、
党
議
員
団
は
公
聴
会
の
開
催
を
求
め
ま

し
た
が
、
市
長
は
拒
否
し
、
日
本
共
産
党
以
外
の
会
派
は
否
決
し
ま
し

た
。
値
上
げ
は
、
全
国
的
に
も
例
が
な
い
老
朽
水
道
管
更
新
の
費
用
を

料
金
値
上
げ
で
市
民
負
担
に
す
る
こ
と
、
上
下
水
道
会
計
と
も
こ
の
数

年
黒
字
で
あ
る
こ
と
、「
元
気
交
付
金
」
の
活
用
が
ま
っ
た
く
検
討
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
値
上
げ
提
案
の
撤
回
と
十
月
の
値
上
げ
実

施
回
避
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い

な
い
と
し
て
、
保
育
料
等
の
値
上
げ
と
と
も
に
、
閉
会
本
会
議
で
審
議

を
継
続
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

 　
生
活
保
護
行
政
で
は
、
不
正
受
給
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
「
適
正
給

付
推
進
課
」
の
設
置
が
進
み
、
保
護
申
請
と
受
給
の
抑
制
に
つ
な
が
る

問
題
の
重
大
性
を
指
摘
し
厳
し
く
追
及
、
副
市
長
を
「
適
正
対
策
は
漏

給
対
策
も
含
む
」
と
答
弁
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
込
み
ま
し

た
。教
育
予
算
は
一
〇
年
間
で
一
二
二
億
円
も
の
削
減
と
な
っ
て
お
り
、

「
教
育
と
福
祉
は
後
退
さ
せ
な
い
」
姿
勢
が
破
綻
し
て
い
ま
す
。
美
術

館
展
示
室
の
五
〇
％
値
上
げ
、
京
都
会
館
・
美
術
館
の
設
置
目
的
の
変

更
と
、
岡
崎
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
市
民
財
産
の
変
質
の
動
き
を
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

 　
中
小
企
業
振
興
条
例
の
策
定
は
「
理
念
だ
け
決
め
て
も
」、
公
契
約

条
例
は
「
条
例
制
定
を
待
つ
こ
と
な
く
」
と
先
送
り
す
る
市
長
に
、
一

刻
も
早
い
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

一 

、東
日
本
大
震
災
、福
島
原
発
事
故
か
ら
二
年
目
が
過
ぎ
、改
め
て
「
原

発
即
時
ゼ
ロ
」
の
政
治
決
断
、
大
飯
原
発
の
稼
働
停
止
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
普
及
と
予
算
措
置
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
営

住
宅
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
が
三
年
を
経
て
も
入
居
継
続
で
き
る
よ

う
政
府
に
求
め
る
、
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　

 　
道
州
制
基
本
法
制
定
を
め
ざ
す
安
倍
政
権
の
動
き
を
受
け
て
、
関
西

財
界
の
意
の
ま
ま
に
前
の
め
り
に「
特
別
自
治
市
と
道
州
制
を
め
ざ
す
」

と
す
る
市
長
に
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
と
逆
行
す
る
姿
勢

を
改
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

 　
現
在
凍
結
さ
れ
て
い
る
市
職
員
厚
生
会
へ
の
事
業
主
負
担
金
を
再
開

し
、
地
方
公
務
員
法
四
二
条
に
基
づ
き
、
事
業
主
の
責
務
を
果
た
す
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。
与
党
会
派
は
、
市
民
負
担
増
と
引
き
換
え
に
、

厚
生
会
へ
の
事
業
主
負
担
金
交
付
の
凍
結
を
求
め
て
修
正
案
を
可
決
さ

せ
ま
し
た
。

　

 　
国
に
よ
る
地
方
交
付
税
を
人
質
に
し
た
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
に

対
し
、
断
固
撤
回
の
声
を
国
に
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

一 

、
市
民
の
粘
り
強
い
要
求
運
動
と
党
議
員
団
の
共
同
し
た
力
で
、
必
要

な
事
業
が
前
進
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
三
千
円
を

超
え
る
通
院
分
の
償
還
払
い
が
改
善
さ
れ
、委
任
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
所
・
障
害
者
福
祉
施
設
・
介
護
基
盤
施
設
の
整
備
が
す
す
み
、
橋

梁
の
耐
震
化
、
学
校
の
維
持
修
繕
、
市
営
住
宅
の
風
呂
が
ま
の
改
修
と

取
替
え
を
公
費
で
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

 　
意
見
書
・
決
議
で
は
「
国
民
皆
保
険
制
度
の
恒
久
的
堅
持
を
求
め
る

意
見
書
」「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
住
宅
支
援
等
に
関
す
る
意

見
書
」「
中
小
企
業
の
再
生
・
活
性
化
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

が
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
、
党
議
員
団
は
「
雇
用
の
安
定
と
就
労
条

件
の
改
善
に
関
す
る
決
議
」「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
政
府
方
針
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
し
な
い
よ
う

に
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
、
討
論
し
ま
し
た
。

一 

、
財
政
難
を
理
由
に
、
福
祉
も
教
育
も
切
り
捨
て
、
値
上
げ
と
市
民
負

担
増
を
押
し
つ
け
る
一
方
、
ム
ダ
遣
い
に
は
見
直
し
も
反
省
も
あ
り
ま

せ
ん
。
焼
却
灰
溶
融
施
設
は
事
故
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
未
完
成
な
欠
陥

施
設
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
格
稼
働
に
固
執
し
年
間
ベ
ー
ス
で
二

〇
億
円
超
の
運
転
経
費
を
予
算
化
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
京
都
駅
誘

致
要
望
を
加
速
さ
せ
五
〇
〇
万
円
の
予
算
措
置
を
し
て
い
ま
す
。
党
議

員
団
は
、
ム
ダ
遣
い
の
中
止
を
求
め
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

一 

、
党
の
国
会
論
戦
が
切
り
拓
い
た
雇
用
の
安
定
と
賃
上
げ
を
求
め
る
流

れ
は
、
地
方
自
治
体
を
大
き
く
動
か
し
て
い
ま
す
。
雇
用
の
安
定
と
賃

上
げ
を
求
め
た
議
員
団
の
質
疑
が
、
府
・
市
・
京
都
労
働
局
の
三
者
に

よ
る
京
都
経
営
者
協
会
や
経
済
団
体
へ
の
要
請
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

引
き
続
く
要
請
と
実
行
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

 　
総
選
挙
で
政
権
交
代
し
た
自
公
政
権
は
、
消
費
税
の
増
税
、
大
型
公

共
事
業
の
復
活
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
表
明
、
沖
縄
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
、
憲
法
九
条
改
悪
、
な
ど
暴
走
を
始
め
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
参

議
院
選
挙
で
市
民
生
活
を
破
壊
す
る
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
悪
」
を

許
さ
な
い
政
治
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
同
時
に
、
市
民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
市
政
の
実
現
を
求
め
て
、
全
力
を
挙
げ
る
決
意
で
す
。

声 明
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2 月 20 日

月定例市会 開会本会議討論2
二
月
定
例
市
会
を
終
え
て
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
二
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

一 

、
本
日
二
月
定
例
市
会
は
、
市
長
提
案
の
一
〇
五
議
案
を
可
決
し
閉
会

し
ま
し
た
。
本
予
算
に
先
立
っ
て
二
月
二
十
七
日
に
、「
二
〇
一
三
年

度
当
初
予
算
と
一
体
」
の
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
が
日
本
共
産
党
議

員
団
の
み
の
反
対
で
成
立
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
防
災
・
減
災
の

緊
急
事
業
は
必
要
な
事
業
と
し
て
認
め
つ
つ
、
補
正
全
体
は
大
型
公
共

事
業
の
バ
ラ
マ
キ
を
復
活
さ
せ
る
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
う
け
て
提
案

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
市
債
の
増
発
に
よ
り
将
来
の
市
民
負
担
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　

 　
一
三
年
度
一
般
会
計
予
算
は
じ
め
市
長
提
案
議
案
に
つ
い
て
党
議
員

団
は
、
七
〇
議
案
に
賛
成
し
、
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
一
般
会
計
予
算
、

大
幅
な
料
金
値
上
げ
の
水
道
事
業
会
計
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
据
え
置

い
た
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
な
ど
三
五
議
案
に
は
反
対
し
ま

し
た
。
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
み
ん
な
の
党
・
無
所
属
の

会
は
市
長
提
案
の
全
て
に
賛
成
し
、
京
都
党
は
予
算
案
を
「
失
政
」
と

し
て
初
め
て
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

一 

、
一
般
会
計
予
算
は
、
市
長
二
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
具
体
化
し
た

「
京
プ
ラ
ン
」・
実
施
計
画
二
年
目
の
予
算
で
あ
り
、
基
本
理
念
で
あ
る

「
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立
、
財
源
確
保
の
た
め
の
財
政
構
造
改
革
」

予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　
国
の
緊
急
経
済
対
策
路
線
を
う
け
て
公
共
投
資
枠
と
市
債
発
行
額
を

大
幅
に
増
額
し
、
市
債
残
高
は
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
る
と
一
兆
二

六
〇
〇
億
円
と
な
り
、
引
き
続
き
市
債
依
存
体
質
を
深
め
て
い
ま
す
。

部
門
別
定
員
管
理
計
画
に
よ
る
消
防
職
員
三
四
人
を
含
む
一
〇
五
人
の

職
員
削
減
が
提
案
さ
れ
、
市
営
保
育
所
二
園
の
民
間
移
管
、
社
会
福
祉

施
設
職
員
の
特
殊
健
康
診
断
事
業
の
廃
止
な
ど
一
七
三
事
業
の
縮
小
・

見
直
し
、
市
保
有
地
の
民
間
へ
の
売
却
と
貸
付
方
針
を
す
す
め
、「
債

権
」
回
収
基
本
指
針
に
よ
る
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
回
収
の
民
間

業
務
委
託
が
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
政
責
任
の
放
棄
で
あ
る
と
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
実
施
計
画
に
よ
る
市
民
生
活
の

破
壊
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
の
先
頭
に
立

ち
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

一 

、
保
育
料
、
水
道
料
金
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
な
ど
総
額
一

四
億
九
〇
〇
〇
万
円
も
の
値
上
げ
と
市
民
負
担
増
で
あ
り
、
党
議
員
団

は
会
期
中
も
自
治
体
要
求
連
絡
会
と
共
催
す
る
な
ど
二
回
の
緊
急
報
告

会
を
開
催
し
て
告
発
し
、
値
上
げ
提
案
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

 　
保
育
料
と
学
童
保
育
利
用
料
の
値
上
げ
に
対
し
て
、
二
週
間
で
一
万

　

開
会
本
会
議
に
、
日
本
共
産
党
以
外
の
五
会
派
の

共
同
提
案
で
政
務
調
査
費
条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
提
案
は
、
国
の
法
改
正
を
受
け
て
、
現
行

の
「
政
務
調
査
費
条
例
」
を
「
政
務
活
動
費
条
例
」

に
改
め
る
と
と
も
に
、
政
務
活
動
費
の
使
途
の
範
囲

政
務
調
査
費
条
例
改
正
案

 

加
藤
あ
い
議
員
が
反
対
討
論

の
拡
大
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
政
務
調
査
費
の
使

途
へ
の
厳
し
い
批
判
が
あ
る
中
で
、
情
報
公
開
や
市

民
合
意
も
な
い
ま
ま
条
例
改
正
す
る
こ
と
は
拙
速
と

し
て
、
委
員
会
付
託
に
よ
る
慎
重
審
議
を
求
め
ま
し

た
。
こ
の
動
議
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
加
藤
あ
い
議

員
が
反
対
討
論
に
立
ち
、「
現
時
点
で
は
使
途
基
準

の
範
囲
の
拡
大
は
行
わ
ず
、
名
称
変
更
に
と
ど
め
、

使
途
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
論
の
中
で
慎
重
に
審
議
し
て
決
定
す
る
べ
き
」

と
、
党
市
議
団
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
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　保育・福祉予算削減、市民負担増ラッシュの提案
に、他党は「市が説明責任を果たせ」というばかり。
わが党は市民と共にくらしの実態と要求を示し、「値
上げ撤回を」「予算削るな」と迫りました。必要なも
のまで削る市の責任放棄は許せません。ふれあいの
里保養研修センター（西京）はバリアフリーで自治会
や高齢者・障害者、修学旅行等によく利用されている
施設です。施設の存続と利便性の充実求めて頑張りま
す。

　保育料・学童保育利用料などの値上げに多くの市民が
立ち上がった今議会でした。子育て環境日本一を言いな
がら、子育て世帯の願いである経済的負担の軽減に背を
向け、むしろ、引き上げる市長。それは本市の少子化に
拍車をかけるものです。根底にあるのは「受益者負担」
主義です。「京

みやこ

プラン」も安倍政権も同じ立場。財政難
だから「受益者」が負担をするのは当然・・これを続け
れば京都市の活力を奪う結果になります。目一杯論戦し
た２月市議会。引き続き「京プラン」の撤回へ、みなさ
んと力をあわせます。

　市民の国民年金受給額平均は月５万円余。政府は今秋
から2.5％引き下げの方針ですが、とんでもありません。
引き下げにより、年金だけでは足りない分を生活保護で
補っておられる世帯への市の保護費負担が増えてしまう
ことから、引き下げに反対すべきと求めました。
　市は「なんとも言えない」とか、「国の様子を見る」
などと、私の思う限り、財政の厳密な検討は不足してい
るのでは、との印象でした。市長の「財政危機」論は市
民負担への口実なのでしょうか。

　値上げオンパレードの新年度予算、本会議質問で切
実な市民のくらしの実態と声を届けましたが、与党の
議員は笑い、委員会では「中途半端な値上げ。もっと
早く上げるべきだった」「説明責任を果たすべき」と
言うのみ。保育料値上げ撤回署名は１万筆を超え、市
民の声と運動は大きく広がりました。日本共産党議員
団は「焼却灰溶融施設のムダを削れば、値上げの必要
はない」とキッパリ提案。議会や議員の役割、日本共
産党の果たす役割の大きさを実感。

ふれあいの里保養研修センター
廃止でなく充実を

「京
みやこ

プラン」撤回に
力をあわせましょう

市長の「財政危機」打開への
本気度は？

議員の役割が
問われます

河合 ようこ 加藤 あい

井上 けんじ岩橋 ちよみ

西京区 左京区

南　区右京区

15人の市会議員から一言
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　2013年度予算案に対する特別委員会質疑で、東
日本大震災・福島第一原発事故から２年目となる今、
原発ゼロの立場で、「再生可能エネルギー対策を飛躍
させることが必要。予算が貧弱」と指摘しました。
また、市長が「道州制・特別自治市が必要」「財界の
『TPP、税と社会保障の一体改革など規制緩和と構造
改革の鍵は道州制』に同感」との考えを示したことに
ついて、「市民のくらしを守る政治への逆行だ」と厳
しく批判しました。

　２月市会は久々に閉会本会議の前日が徹夜となっ
た。今市会の争点は「ゆりかごから墓場まで」の値上
げラッシュ。保育料値上げの反対署名は２週間で１
万筆を突破。一方で、当局が凍結している市職員厚生
会の事業主負担金の再開をめぐって与党会派は紛糾。
「事業主負担金の凍結を続けて、料金値上げを先送り
する」修正案の折衝がまとまらず徹夜に突入。矛盾を
抱える与党に対し、共産党は市民の声に応えて堂々と
「値上げ反対」。

　値上げラッシュの市長提案に、真っ向から反対の論
陣を張った日本共産党議員団。値上げを前提として、
市民に対して説明せよと迫る与党会派との対比が浮き
彫りになりました。
　私は、水道料金の値上げは認められないと、委員会
質疑を行いました。水道料金の値上げはほとんどの市
民に影響が及びます。高齢者は年金が下がり、天引き
される保険料が増えています。労働者は賃金が下がり
続けているのです。市民いじめは許せません。

再生可能エネルギー対策の飛躍を
くらしを壊す道州制構想を批判

「共産党はすっきり反対で
いいな」と与党から

市民いじめと対決

団長　山中　 渡

副団長　井坂 博文 副団長・幹事長　倉林 明子

下京区

北　区 中京区

15人の
 市会議員
 から一言
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　有料ゴミ袋で集まったお金が使いきれず2013年度・
13億円も積み立てる予算に。エコカー促進、温暖化
防止、街路樹整備と活用先がどんどん拡大解釈され、
とうとう南部クリーンセンターの建替えにも使うとの
話が…。「ごみ減量や市民意識向上に活用する」とい
う当時の市長答弁はどこへ？私は、リサイクル施設の
運営費に予算の５倍以上（３億５千万円）も投入され
ている決算を発見しストップさせました。いまこそ、
焼却灰溶融施設など無駄づかいを止めさせましょう。

　「公共事業の大幅増」予算が組まれましたが、その
予算を働く人々の賃上げにつなげるべき、との観点で
一貫して論戦に臨みました。住宅リフォーム助成制度
こそ地元中小企業の仕事につながること、経済効果も
抜群であることなどを突きつけて実現を迫りました
が、経済効果は認めたものの、制度創設は拒否。一
方、賃上げに関しては、市長・府知事が経営団体に要
請に行くなどの変化をつくりだしています。

　長い間の住民運動が実りました！「長く住んでいる
と、畳・風呂がまが傷んでくる。でも、取り替えるに
は高額の費用がかかる」「京都市の責任で換えてほし
い」の声が市営住宅の中から多く出され、２度にわ
たって請願運動が広げられました。議会のたびごとに
この問題を取り上げて追及してきました。住民運動と
議会が力を合わせれば願いが実現します。４月１日か
ら、風呂がまの修理・取替えを公費でできることにな
りました。

　市会最終本会議で、私は「公共料金の値上げラッ
シュで市民生活は壊される」「市民的議論は尽くされ
ておらず、審議を継続すべき」と動議を提出しまし
た。今度の議会に提案された議案は市民生活を省みな
い多くの値上げ議案。私たちは市民と対話を重ね、財
源を示して追及しました。残念ですが、与党の賛成で
可決。しかし、値上げ中止は可能です。まずは倉林幹
事長を国会へ送り出し、値上げを止めさせたいと思っ
ています。

財源はある！
年間20億円をつくる方法

一貫して賃上げを
求める

市営住宅の風呂がまが
公費で改修されます

公共料金値上げ中止は可能
まずは倉林さんを国会へ

宮田 えりこ ひぐち 英明

西野 さち子西村 よしみ

山科区 左京区

伏見区右京区

15人の市会議員から一言
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　１月をもって長女が３歳に。その翌月、病院の窓口
で子ども医療費助成受給証を示した時のことです。
「お父さん、もう３歳なのでこれは使えませんよ…」
と受付の事務員さん。「あ、３歳から高くなるのやっ
た。ショック」と思わずつぶやいてしまった私。資格
喪失によって、制度のありがたみを改めて痛感。神戸
や東京のように子どもの医療費助成を充実させて、京
都も子育てしやすいまちにかえたい。保育料の値上げ
など論外です！

　2012年度は経済総務委員長として、議会運営や京
都の経済団体などへの働きかけに取り組み、大変勉強
になりました。市長に対して、京都経済界に雇用の安
定と賃上げ等就労条件の改善を求めるよう質疑したと
ころ、さっそく、市長は京都府知事や労働局長と共に
要請行動を行いました。2013年度は久しぶりに教育
福祉委員会に所属することになりました。福祉や教育
の問題は山積みです。市民の皆さんや現場の声を聞
き、頑張りたいと思います。

　水道会計は５年連続の黒字といいながら、京都市は
年間18億６千万円もの値上げを強行しました。市民
には１枚の回覧でしか知らせず、説明会もない問答無
用の値上げです。私は、議員団を代表して反対討論を
行いました。実施は10月ですから、それまでに「値
上げストップ」めざして頑張りましょう。
　鏡山のバス運行運動が実り、３月23日からバス走
行が実現。バス停の改良やベンチの改修も実現し、住
民運動の前進に確信を深めています。

　文化・スポーツ施設の使用料の値上げは、品格ある
文化芸術都市を目指すとした理念と矛盾しています。
そもそも、国の文化予算が貧弱な上に、地方交付税を
切り捨て、消費税増税でくらしのわずかな余裕を奪う
というのですから、とんでもない！　私も舞台芸術を
少しはかじりましたが、子ども時代にたくさんの芸術
に触れ、夢を描くことが人生を豊かに生きる力を育む
と思います。そんな社会の実現に向けて頑張りたいと
思います。

３歳になっても医療費を
心配しなくてよい自治体へ

経済総務委員長の任務
無事終了しました

「いのちの水」値上げ
撤回に奮闘

文化・スポーツ施設の
使用料値上げ許せない

とがし　豊 玉本 なるみ

北山 ただおくらた 共子

左京区 北　区

山科区上京区
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